
なぜ国家公務員､
そして農林水産省を志したのですか

　大学で学んだ知識を活かせる仕事をしたいと考えたのが、一番

の理由です。

　大学では農業について幅広く学びましたが、その中でも特に興

味を持ったのが「農業土木」の分野でした。実習で秋田の豪雨被

害の現場を見に行ったことがあり、そのときに、被災地を素早く支

援し、政策を決めて実行できるのが国家公務員の役割だと教わり

ました。

　国の職員として、大学で学んだことを活かしながら、地域に暮らす

人たちの役に立つ仕事がしたいと思い、国家公務員を志しました。

所属している部署と、
現在の担当業務を教えてください
　主な仕事は「農業用水」を確保するために必要な水

利権（川などの水を、いつ・どれだけ使ってよいかを定

めた法的な権利）の取得や変更に関する調整です。

　各地域の事業所と打合せをしながら、その地域に

合った水利権を検討し、河川管理者である国土交通

省（東北地方整備局）と協議を行っています。

農林水産省
東北農政局
設計課 水利調整係

国家公務員
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私たちの食を支える農業。
その“今”を守る仕事です。



仕事のやりがいや、技術系職員ならではの面白さを教えてください
　やりがいや面白さを感じるのは、農業水利施設の工事に関

わるときです。

　現場条件を把握し設計、積算、契約の資料を作成し、限られ

た期間の中で無事に工事が契約できたときは、達成感がありま

す。そして、施工中に予期せぬ技術的な課題が発生することも

ありますが、それを一つ一つ解決しながら、事故なく完成に至っ

たときは、本当にホッとします。

　工事現場では「掘ってみたら想定していなかった構造物が出

てきた」「地下から水が湧いてきた」といったトラブルも起こりま

す。だからこそ、事前の現場条件の把握や設計がとても大切で、

必要に応じて現場に立ち会うこともあります。

　完成した施設を管理する方から「管理の負担が減った」「使い

やすくなった」と言ってもらえたときは、技術職としてのやりがい

を強く感じます。また、施工途中の現場を実際に見られるのは、

技術系職員ならではの面白さだと思います。

Q

入庁前のイメージと、
実際に働いてみて感じたことを
教えてください
　入庁前は、農業土木関係の事務作業や農業水利施

設の工事に関わる仕事をするんだろうな、という漠然

としたイメージしかありませんでした。正直、細かいと

ころまでは想像できていなかったと思います。

　その分、大きなギャップはありませんでしたが、配属

される部署によって業務内容が大きく異なる点は印

象的でした。

　政策や予算を扱う部署、国営事業や補助事業の計

画・実施について指導助言する部署など、農政局には

さまざまな課があります。2～3年で異動することも多

く、東北の農業や農村振興に関する幅広い施策に携

われる点は、この仕事の大きな魅力だと思います。
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特に心に残っている業務は何ですかQ
　令和７年度は記録的な渇水があり、農業用水を確保するた

めに対応したことが、最も心に残っています。

　かんがい期（作物を育てるために、農地へ水を引く時期）に

雨が少なく、川やダムの水も不足する中で、東北6県の状況を

把握し、少しでも多く農業用水を確保する必要がありました。

　管内の事業所や各県と連携しながら、許可された取水量を

上回る「緊急的な取水」を行うために国土交通省へ相談のう

え、数日で同意を得るなど、とにかくスピードが求められる対

応でした。

　かんがい期の間は慌ただしい日々が続きましたが、9月の落

水期を迎えて一段落したときには「やり切った」という気持ち

が強く感じられました。また、被害を最小限に抑えることがで

きたことは、大きな自信につながりました。

I
n

t
e

r
v

i
e

w
これから、どんな未来を描いていますか
　どの業界でも人手不足が深刻ですが、東北農政局も例外では

ありません。だからこそ、業務の効率化や専門知識の習得を進め

「一人で何人分もの役割を担える力」、いわば“十人力”を身につ

けたいと考えています。

　また、これまでの業務で得た知識や経験を、次の世代にきちん

と引き継いでいくことも大切だと思っています。自分自身が成長し

ながら、東北の農業を支え続けていきたいです。

Q
事業の計画や実施における
関係機関との打合せ

農業用水利施設の調査
（機能診断）

農業用水利施設（頭首工）の工事

農業用水利施設の工事



国家公務員を目指す方へメッセージをお願いしますQ
　国家公務員の仕事は本当に幅広く、一つの目的を達成するためにも、様々な業務や人が関わります。だか

らこそ、仕事に飽きることがありませんし、事業規模が大きい分、やり遂げたときの達成感も大きいです。

　国家公務員は、本省だけでなく地方や様々な分野で活躍できますし、福利厚生が充実していて、安心して

働ける環境が整っているのも魅力だと思います。

　少しでも興味を持ったら、ぜひ自分に合った国家公務を探してみてください。そして、東北農政局に魅力を

感じてもらえたら、ぜひ一緒に働きましょう。

Mission 
is 
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Future
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